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８
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５
０
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港 新 聞 戦争体験・案内平成 年（ 年） 月 日 土曜日 第 号 （ ）戦争体験・案内

●
サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

﹇
天
保
山
﹈
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ス

タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
・
レ
イ
ア
ウ
ト

展

ア
ニ
メ
映
画
の
設
計
図

で
あ
り
、
作
品
の
統
一
感
を
持

た
せ
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果

た
す
レ
イ
ア
ウ
ト
。
そ
こ
に
は

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
疾
走
感
や
躍

動
感
、
映
画
的
な
空
間
構
成
ま

風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ

１
９
８
４
二
馬
力
・

で
も
が
表
現
さ
れ
、
作
り
手
た

ち
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
溢

れ
て
い
る
。
同
展
で
は
ス
タ
ジ

オ
ジ
ブ
リ
、
三み

鷹た
か

の
森
ジ
ブ
リ

美
術
館
全
面
協
力
の
も
と
、
風

の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ

写
真

か
ら

崖が
け

の
上
の
ポ
ニ
ョ

ま

で
、
高
畑
・
宮
崎
監
督
が
ジ
ブ

リ
以
前
に
手
が
け
た
作
品
も
含

め
、
約
千
三
百
点
を
関
西
で
初

公
開
。
十
月
十
二
日
ま
で
開
催

中
（
九
月
七
、
十
四
、
二
十
八
、

十
月
五
日
は
休
館
）
。
十
時
半

十
九
時
半
（
最
終
入
場
十
九

時
）
。
当
日
大
人
千
円
。
地
下

鉄
大
阪
港
駅
徒
歩
約
五
分
。

六
五
七
七

〇
〇
〇
一
。

●
交
通
科
学
博
物
館
・
京
都
大

学
鉄
道
研
究
会
写
真
展

鉄
道

の
あ
る
情
景

花

を
テ

ー
マ
に
昭
和
三
十
年
代
か
ら
現

在
ま
で
に
国
内
外
で
撮
影
し
た

約
六
十
点

写
真
は

早
春
の

半
家
駅
を
出
る
４
８
１
９

（
撮
影
：
八
尾
正
夫
）
。
九
月

五

二
十
七
日
（
最
終
日
十
五

時
ま
で
）
。
十

十
七
時
入
館
、

月
曜
休
館
（
祝
日
な
ら
開
館
し

翌
火
曜
休
、
火
曜
も
祝
日
な
ら

振
替
休
な
し
、
七
月
二
十
一
日

八
月
三
十
一
日
は
無
休
）。高

校
生
以
上
四
百
円
、
四
歳

中

学
生
百
円
。

弁
天
町
駅
す

ぐ
。
六
五
八
一

五
七
七
一
。

●
港
図
書
館
の
催
し

図
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

同
図
書

館
を
拠
点
に
区
内
の
高
齢
者
福

祉
施
設
な
ど
で
活
動
す
る
グ
ル

ー
プ
に
参
加
し
、
図
書
の
管
理

や
朗
読
、
紙
芝
居
な
ど
を
通
し

て
高
齢
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
る
。
養
成
講
座
（
九

月
十
一
日

十
一
月
二
十
一
日

の
六
回
、
市
立
中
央
図
書
館
等

で
。
無
料
）
を
全
て
受
講
で
き

る
人
。
交
通
費
等
は
各
自
。
定

員
十
名
。
申
込
〆
切
九
月
一
日

西
大
阪
歴
史
散
歩

展

九
月
か
ら
。
港
区
を
含
む
西
大

阪
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
を
紹

介
。
六
五
七
六

二
三
四
六
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

オ
ー
ク
弁
天
寄
席
納
涼
ス
ペ

シ
ャ
ル

阿
波
踊
り

八
月

三
十
日
（
日
）
十
三

十
五
時
、

オ
ー
ク
広
場
で
。
参
加
無
料
。

申
込
不
要
。
お
馴な

染じ

み

オ
ー

ク
弁
天
寄
席

の
真
夏
の
特
別

イ
ベ
ン
ト
。し

笑ょ
う

福ふ
く

亭て
い

学が
っ

光こ
う

さ
ん

率
い
る

は
な
し
か
連れ

ん

な
ど

総
勢
百
五
十
人
が
元
気
一
杯
に

踊
る
。
体
験
教
室
（
同
日
十
時

十
一
時
半
、同
セ
ン
タ
ー
で
。

参
加
無
料
。
先
着
八
十
人
）
あ

り
。
六
五
七
七

一
四
三
〇
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団

い
ず
み
ホ
ー
ル
シ
リ

ー
ズ

高
貴
と
格
調
で
知

ら
れ
る
天
才
作
曲
家
、
メ
ン
デ

ル
ス
ゾ
ー
ン
の
生
誕
二
百
年

を
、
常
任
指
揮
者
・
飯い

い

守も
り

泰た
い

次じ

郎ろ
う

写
真

の
指
揮
と
、
現
代

随
一
の
弾ひ

き
手
と
い
わ
れ
る
オ

ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
デ
ュ
メ
イ
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
。
序
曲

フ

ィ
ン
ガ
ル
の
洞ど

う

窟く
つ

作
品

、ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
ホ
短
調
作

品

、
交
響
曲
第
３
番
イ
短
調

作
品

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

。

九
月
十
七
日
（
木
）
十
九
時
か

ら
い
ず
み
ホ
ー
ル
（

大
阪

城
公
園
）で
。十
八
時
四
十
分
か

ら
指
揮
者
プ
レ
ト
ー
ク
。

席

五
千
円
、

席
三
千
五
百
円
。

六
五
七
七

一
三
八
一
。

●
関
西
フ
ィ
ル
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

音
楽

の
福
袋
９

楽
団
を
応
援
す

る
人
た
ち
と
楽
団
員
が
心
を
合

わ
せ
て
創
り
出
す
新
し
い
ス
タ

イ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
今
回
は

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
休
日

美お

味い

し
い
室
内
楽
の
つ
ま
み
食

い

と
題
し
て
、
ブ
リ
テ
ン
、

ハ
イ
ド
ン
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
な
ど
。
お
話
は
朝
倉ひ

洋ろ
し

・

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部
教

授
。
八
月
二
十
九
日（
日
）十
五

時
か
ら
オ
ー
ク
ホ
ー
ル
（
弁
天

町
オ
ー
ク
２
番
街
西
館
六
階
）

で
。全
席
自
由
二
千
五
百
円（
中

学
生
以
下
千
五
百
円
）
。
予
約

・
問
合
せ
は

六
五
七
四

七

七
五
六
足
立
実
行
委
員
ま
で
。

●
第

回
南
港
混
声
合
唱
団
定

期
演
奏
会

ポ
ー
ト
タ
ウ
ン
コ

ン
サ
ー
ト

八
月
十
六
日

（
日
）
十
四
時
か
ら
相そ

う

愛あ
い

大
学

南
港
ホ
ー
ル
（
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ム

ポ
ー
ト
タ
ウ
ン
東
駅

歩
五

分
）
で
。
入
場
無
料
。

混
声

合
唱
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の

初

心
の
う
た

混
声
合
唱
と
ピ

ア
ノ
の
た
め
の

き
も
ち
の
ふ

か
み
に

ウ
ィ
ー
ン
の
調
べ

日
本
オ
ー
ス
ト
リ
ア
交
流
百

四
十
周
年
に
寄
せ
て

な
ど
。

同
合
唱
団
は
昭
和
六
十
二
年
発

足
。
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽

を
格
調
高
い
歌
声
に
乗
せ
て
発

表
。
港
区
民
も
参
加
。

六
六

一
四

三
三
五
一
濱は

ま

砂す
な

。

●
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

建
物
の
あ
る
風
景

九
月

三

八
日
。十
一

十
八
時（
火

曜
十
六
時
ま
で
）
、
水
曜
定
休
。

入
館
無
料
。
弁
天
四

一
一

四（
ピ
ア
ッ
ク
西
五
十

裏
通
）

六
五
九
九

七
九
七
七
。

●
リ
サ
イ
ク
ル

手
づ
く
り
工

房
麻ま

衣い

染ぞ
め

作
品
展

手
描
き

染
め
の
洋
服
、
ミ
シ
ン
刺し

し

繍ゅ
う

の

小
物
、陶と

う

の
ペ
ン
ダ
ン
ト
等
。入

場
無
料
。九
月
五

九
日
。市
岡

一

二
四

一
三
（
関
西
ス
ー

パ
ー
南
東
す
ぐ
）。
〇
九
〇

三
四
六
五

四
一
八
六
山
岡
。

●
市
岡
小
生
涯
学
習
ル
ー
ム
・

は
じ
め
ま
専
科

気
功
と
太
極

拳

心
と
体
の
ス
ト
レ
ッ
チ
。

第
一
・
三
金
曜
夜
七
時
半

九

時
に
同
校
で
。
月
千
円
。

六

五
八
三

一
七
九
六
大
垣
。

●
可
愛
い
子
猫
も
ら
っ
て

躾し
つ

済け

み
。
健
康
。
性
格
穏
や
か
。

０
９
０
・
５
８
８
８
・
７
６

８
９
こ
て
ま
り
。

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

便
利
屋

な
か
じ
ゅ
う

（
６
５
８
１
）
７
８
１
１

●
文
化
書
道
教
室

一
般
・
児

童
生
徒
募
集
。
日
時
相
談
。
港

晴
。
６
５
７
３
・
７
２
７
９
。

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ギ
ャ
ラ
リ
ー

ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ

リ
レ
イ
ア
ウ
ト
展
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
５
組
に
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
３
組
に
。

●
関
西
フ
ィ
ル

い
ず
み
ホ
ー

ル
シ
リ
ー
ズ

（
上
段
に
案

内
）
席
招
待
券
ペ
ア
１
組
に
。

●
リ
ピ
ー
ト
山
中
コ
ン
サ
ー
ト

（
６
面
に
案
内
）
１
・
２
部
通

し
招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
藤
か
ほ
り

盲
導
犬
チ
ャ
リ

テ
ィ
シ
ョ
ー
（
６
面
に
案
内
）

招
待
券
を
ペ
ア
５
組
に
。

（
前
号
あ
ら
す
じ

昭
和
二
十

年
八
月
の
敗
戦
で
ソ
連
軍
に
武

装
解
除
さ
れ
た
私
た
ち
陸
軍
部

隊
は
酷こ

っ

寒か
ん

の
シ
ベ
リ
ア
へ
。
森

林
伐ば

っ

採さ
い

な
ど
過
酷
な
労
働
と
粗

末
な
食
糧
で
大
半
の
兵
隊
が
栄

養
失
調
に
。そ
れ
は
心
も
蝕む

し

みば

、

悲
惨
な
光
景
が
繰
返
さ
れ
た
。

収
容
所
の
片
隅
に
は
凍
っ
た
戦

友
の
遺
体
が
丸
太
の
よ
う
に
積

み
重
ね
ら
れ
て
い
っ
た

）

◆
遺
体
を
折
っ
て
埋
め
た

埋
葬
作
業
の
命
令
を
受
け
て

霊
室
に
入
っ
た
時
に
は
、
死
体

が
一
斉
に
私
を
睨に

ら

み
つ
け
て
い

苛さ
い

まな

れ
て
い
ま
す
。

◆
地
獄
の
ヒ
ラ
レ
ー
ト

昭
和
二
十
一
年
二
月
、
私
は

地
獄
の
ヒ
ラ
レ
ー
ト

と
呼

ば
れ
る
山
間
部
の
収
容
所
に
移

さ
れ
ま
し
た
。そ
の
名
の
通
り
、

さ
ら
に
過
酷
な
現
場
で
、
一
カ

月
も
経
つ
と
、
自
分
が
幽
霊
に

な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

死
者
は
次
第
に
増
え
て
行
き

ま
し
た
。
夜
、
隣
の
戦
友
が
故

郷
の
話
を
し
、

牡ぼ

丹た

餅も
ち

が
食

べ
た
い

と
言
い
な
が
ら
寝
て

し
ま
い
ま
し
た
。
翌
朝
、
起
き

な
い
の
で
揺
す
ぶ
る
と
、
死
ん

で
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
折
、
健
康
診
断
が
あ

り
、
ソ
連
の
女
医
は
私
の
尻
と

腹
を
つ
ま
ん
で
驚
き
ま
し
た
。

骨
と
皮
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で

す
。
そ
れ
で
元
の
ム
ヒ
ナ
収
容

所
へ
送
還
さ
れ
ま
し
た
。

◆

ダ
モ
イ

で
日
本
へ

そ
の
後
、ソ
連
の
再
三
の
ダ

モ
イ
（
帰
国
）

の
声
に
期
待

と
失
望
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

ブ
ラ
ゴ
ヴ
ェ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
、

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、
ナ
ホ
ト
カ
、

ポ
セ
ッ
ト
、
北
朝
鮮
の
清
津
、

古
茂
山
を
経
て
、
最
後
に
興
南

の
陸
軍
病
院
に
入
り
ま
し
た
。

そ
こ
は
絶
望
的
な
重
症
患
者

ば
か
り
で
、
隣
の
田
中
さ
ん
は

ひ
ど
い
下げ

痢り

で
お
粥か

ゆ

も
通
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

自
分
は
小し

ょ

豆う
ど

島し
ま

出
身
で
、
京
大
を
出
て
教
員

を
し
て
い
た
が
、
召
集
で
軍
隊

に
入
っ
た
。
貴あ

な

方た

も
香
川
県
で

し
た
ら
、
こ
れ
を
家
族
に

と

手
紙
を
託
さ
れ
ま
し
た
。翌
朝
、

彼
は
亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
末
、

よ
う
や
く

ダ
モ
イ

が
現
実

に
な
り
ま
し
た
。
帰
還
兵
を
満

載
し
た
輸
送
船
は
朝
鮮
半
島
か

ら
玄
界
灘
へ
、
朝
に
は
佐
世
保

湾
に
入
り
ま
し
た
。
岬
の
端は

し

に

藁わ
ら

葺ぶ
き

の
民
家
が
見
え
る
と
、
日

本
の
家
だ
！

と
一
斉
に
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

◆
戦
争
の
悲
惨
さ
知
っ
て

復
員
後
、
私
は
小
豆
島
に
田

中
さ
ん
の
家
を
訪
ね
、
母
親
と

夫
人
に
手
紙
を
渡
し
ま
し
た
。

）（
市
岡
元
町
）

）（
市
岡
元
町
）

下

シ
ベ
リ
ア
抑
留

そ
の
後
、
香
川
県
の
実
家
か
ら

焼
け
野
が
原
の
大
阪
に
出
、
日ひ

や

雇と
い

労
働
な
ど
を
経
て
タ
ク
シ
ー

会
社
に
就
職
、
約
五
十
年
間
、

五
代
の
社
長
に
仕つ

か

え
ま
し
た
。

そ
し
て
平
成
元
年
に
脳
腫し

ゅ

瘍よ
う

で

切
開
手
術
を
受
け
、
七
十
二
歳

で
退
職
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り
返

っ
て
、
や
は
り
シ
ベ
リ
ア
抑
留

時
代
が
一
番
心
に
焼
き
付
い
て

い
ま
す
。当
時
を
語
り
な
が
ら
、

亡
く
な
っ
た
戦
友
た
ち
の
顔
が

浮
か
ん
で
は
消
え
ま
し
た
。
こ

の
体
験
談
を
通
じ
て
一
人
で
も

多
く
の
方
に
戦
争
の
悲
惨
さ
、

平
和
の
尊
さ
が
分
か
っ
て
頂
け

れ
ば
、
戦
友
た
ち
の
霊
も
浮
か

ば
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
は
約
五
十

七
万
五
千
人
、
う
ち
帰
還
者
は

約
四
十
七
万
四
千
人
、
死
亡
者

は
約
五
万
五
千
人

と
い
う
大

ま
か
な
数
字
が
残
っ
て
い
ま

る
よ
う
で
し
た
。掌て

を
合
わ
せ
、

橇そ
り

に
積
ん
で
埋
葬
現
場
へ
運
び

ま
し
た
。
地
面
が
凍
結
し
て
い

る
の
で
焚た

き
火
で
温
め
て
か
ら

穴
を
掘
る
の
で
す
が
、
道
具
が

悪
く
、
一
日
が
か
り
で
も
精
々

深
さ
六
十

。
し
か
も
遺
体
の

手
足
が
開
い
て
い
る
の
で
、
広

く
、
数
多
く
掘
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
皆
で
相
談
し
、
手

足
を
斧お

の

で
折
っ
て
入
れ
、
雪
を

被か
ぶ

せ
ま
し
た
。
が
、
こ
の
行
為

は
ノ
ル
マ
と
は
い
え
、
人
間
と

し
て
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
と
、
今
も
悔か

い

恨こ
ん

に

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人

す
。
が
、
正
確
な
数
字
は
今
も

分
か
り
ま
せ
ん
。
（
終
わ
り
）

◇

こ
の
戦
争
体
験
記
は
、
福
田

さ
ん
自
身
に
よ
る

福
田
昌
夫

回
顧
録

亡
き
戦
友
に
捧
げ

る
を
元
に
、編
集
部
で
抜
粋
・

再
構
成
し
た
も
の
で
す
。
福
田

さ
ん
の
ご
好
意
に
よ
り
こ
の
回

顧
録（
冊
子
）を
実
費
で
提
供
で

き
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
本
紙

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。


